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拡大している口蹄

疫問題に本市では

どう対処するのか

議
案
は
、こ
の
よ
う
に 

審
議
さ
れ
ま
す 

市長や議員 
が提出 

本
会
議
で
議
案 

の
提
案
説
明 

委
員
会
審
査 

議
案
に
対
す
る
質
疑 

本
会
議
で
委
員
会
の 

審
査
結
果
を
報
告 

報
告
に
対
す
る
質
疑 

討
　  

論
　（
賛
成

反
対
） 

採
　  

決
　（
可
決

否
決
） 

所
管
委
員
会
に
付
託 

（
審
査
を
任
せ
る
こ
と
） 

 

市長に結果を送付 

意見書は国・県など 
関係行政庁に提出 

委員会で審査をしないもの 
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一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議

員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
６
月　

日
・　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議
員
か
ら
質
問
が

１５

１６

１３

行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す

（
掲
載
は
質
問
順
、
５
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）
。

河川愛護月間中の７月１７日、「比留川クリーンウォーク」が実施され
ました。市民ボランティアの方々を中心に、河川沿いの歩道などの清
掃を行いました〈市民スポーツセンター付近にて〉

市
内
の
名
所
旧
跡
め
ぐ
り
に
も

役
立
つ
案
内
表
示
板
の
設
置
を

　

問　

市
内
の
名
所
旧
跡
の
う

ち
、
特
に
城
山
公
園
は
、
車
で
利

用
す
る
方
に
と
っ
て
分
か
り
に
く

い
場
所
に
あ
る
。そ
こ
で
、市
外
の

方
が
公
園
を
訪
れ
る
際
や
市
内
の

方
が
道
案
内
を
す
る
際
に
利
用
で

き
る
よ
う
な
案
内
表
示
板
を
設
置

し
な
い
か
。
あ
や
せ
タ
ウ
ン
ガ
イ

ド
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
高
く
評
価

公
明
党　
　
　

井
上　

賢
二

し
て
い
る
。
市
民
が
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
拡
大
し
た
地

図
を
市
役
所
玄
関
前
に
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。ま
た
、本
市
に
は

外
国
籍
の
方
が
多
く
居
住
し
て
い

る
の
で
、各
小
・
中
学
校
に
設
置
し

て
あ
る
広
域
避
難
場
所
の
看
板

に
、英
語
表
記
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

城
山
公
園
は
、
自
然
あ
ふ

れ
る
公
園
と
し
て
、
市
外
か
ら
も

多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
る
。現
在
、

寺
尾
上
土
棚
線
の
交
差
点
名
に
、

「
城
山
公
園
入
口
」と
表
示
し
て
い

る
が
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
案
内

す
る
た
め
、
寺
尾
上
土
棚
線
か
ら

公
園
ま
で
の
交
差
点
に
、
案
内
板

の
設
置
を
検
討
す
る
。ま
た
、主
な

市
の
施
設
に
も
設
置
を
検
討
し
て

い
く
。
玄
関
前
へ
の
案
内
板
設
置

は
課
題
も
多
く
、
催
し
物
な
ど
を

紹
介
す
る
電
子
看
板
で
の
対
応
を

考
え
て
い
る
。併
せ
て
、休
日
な
ど

に
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
を
配
布
す
る
体

制
を
整
え
る
。
避
難
場
所
の
看
板

は
、
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
で
標
準
化

さ
れ
た
表
示
方
法
へ
変
更
す
る
。

（
ほ
か
に「
児
童
虐
待
に
つ
い
て
」

「
小
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
」を

質
問
）

外
国
籍
住
民
の
増
加
に
伴
う
施

策
を
市
民
と
共
に
考
え
な
い
か

　

問　

本
市
は
、
外
国
籍
住
民
の

割
合
が
県
内
の
市
の
中
で
１
位
で

あ
る
。外
国
籍
住
民
の
増
加
で
、教

育
、福
祉
、社
会
保
障
な
ど
の
課
題

も
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
と

も
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
の
た
め

に
は
「
自
立
し
た
綾
瀬
市
民
」
に

安
藤
多
恵
子

な
っ
て
も
ら
う
施
策
が
重
要
で
あ

る
。「
新
時
代　

あ
や
せ
プ
ラ
ン　

」
２１

の
後
期
基
本
計
画
案
で
は
、
国
際

化
に
関
す
る
具
体
的
施
策
が
足
り

な
い
と
思
う
が
、
多
言
語
に
よ
る

行
政
情
報
提
供
の
充
実
や
日
本
語

教
室
へ
の
支
援
な
ど
が
必
要
で
は

な
い
か
。ま
た
、本
市
の「
国
際
化
」

に
対
す
る
あ
り
方
を
構
築
す
る
た

め
に
も
、
市
民
と
と
も
に
検
討
す

る
場
の
設
置
を
考
え
な
い
か
。

　

答　

外
国
籍
住
民
の
増
加
や
定

住
化
が
進
む
中
、
国
際
化
施
策
は

重
要
と
考
え
る
。
行
政
情
報
は
、

「
あ
や
せ
ト
ゥ
デ
イ
」や
市
で
発
行

し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

多
言
語
版
で
提
供
し
て
い
る
。
今

後
は
、
外
国
籍
住
民
に
理
解
し
や

す
い
紙
面
づ
く
り
や
情
報
の
提
供

方
法
な
ど
の
充
実
を
考
え
て
い

く
。日
本
語
教
室
は
、日
本
語
を
学

び
、
風
習
な
ど
を
理
解
す
る
貴
重

な
機
会
で
あ
り
、
自
主
的
に
教
室

を
開
催
さ
れ
て
い
る
市
民
団
体
の

方
と
意
見
交
換
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
国
際
化
施
策
の
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
市
民
活
動
団
体
な
ど

と
意
見
交
換
の
場
を
設
け
ら
れ
る

よ
う
、
調
整
を
図
り
進
め
た
い
。

（
ほ
か
に
「
市
民
協
働
推
進
に
む

け
た
生
涯
学
習
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
「
自
然
環
境
調
査
を
市
民
と

共
に
行
わ
な
い
か
」
を
質
問
）

　

問　

４
月　

日
に
宮
崎
県
内
で

２０

発
生
し
た
口
蹄
疫
は
、
瞬
く
間
に

県
内
全
域
に
拡
大
し
た
。
多
く
の

牛
な
ど
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
る

が
、
い
ま
だ
に
感
染
経
路
も
解
明

さ
れ
ず
、
全
国
の
畜
産
関
係
者
に

不
安
を
広
げ
て
い
る
。
本
市
は
畜

市
民
会
議　
　

比
留
川
政
彦

２１

産
業
が
盛
ん
で
、
農
業
生
産
額
の

多
く
を
占
め
て
い
る
が
、
危
機
管

理
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
県
の
家
畜
集
合
セ
ン
タ
ー
で

競
り
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
進

入
車
両
へ
の
消
毒
は
徹
底
さ
れ
て

い
る
か
。ま
た
、こ
の
ま
ま
終
息
せ

ず
長
引
い
た
場
合
の
畜
産
農
家
へ

の
対
応
は
。
周
辺
市
や
県
と
協
力

し
て
広
域
的
な
対
策
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　

答　

口
蹄
疫
は
感
染
力
が
強

く
、
国
際
的
に
も
最
も
注
意
す
べ

き
家
畜
伝
染
病
で
あ
る
。
市
で
は

畜
産
農
家
へ　

袋
ず
つ
消
毒
用
消

２０

石
灰
を
配
布
し
た
。
今
後
は
防
疫

技
術
の
講
習
を
実
施
す
る
な
ど
、

防
疫
体
制
の
強
化
を
図
る
。
家
畜

集
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
進
入
車
両

の
消
毒
を
行
い
、
競
り
の
開
催
時

に
は
場
内
全
体
の
消
毒
を
徹
底
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、

こ
の
ま
ま
感
染
拡
大
が
続
く
場
合

は
、
農
家
へ
の
消
石
灰
の
追
加
配

布
な
ど
も
検
討
す
る
。
周
辺
市
な

ど
広
域
的
な
対
応
は
、
県
が
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
県
や
畜
産
協

会
と
連
携
し
て
、
感
染
防
止
に
向

け
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「（
仮
称
）綾
瀬
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
」
「
公
共
都
市
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
」
を
質
問
）




